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幼い頃から本に親しみ、時には食事をするのも忘れて本を読んでいたほど本好き
な代田知子さん。特に子どもの本が好きで、地域や学校でブックトークや読み聞
かせを数多く行って来られた経験から、子どもたちに読書の楽しさを伝えるポイ
ントなどを伺いました。

母と、先生と。
「おてがみちょう」の思い出

　子どもの頃は内弁慶で、小学校に入
学後、教室に知っている子がおらず、
友達がつくれませんでした。そのため
1 か月もすると不登校に。そんな私を
心配した母が担任の先生に相談すると、

「おてがみちょう」を勧められたそうで
す。いわゆる交換日記で、原稿用紙を
赤いリボンで綴じ、表紙に私の好きな
チューリップの絵を描いたノートを母
が手作りしてくれました。
　最初は「今日、学校に行ったよ」と
1 行書くのが精いっぱい。それでも母
は「よく書いてくれてありがとう」と、
話しかけるように、長い返信を書いて
くれました。毎朝、それを読むのが楽
しみで、いつの間にか私の「学校行き
たくない病」は治っていました。
　学校でも、先生との交換日記が 2 年
生の時から行われていました。担任の
先生は一人ひとりのノートを丁寧に読
み、書くのが嫌にならない程度に句読
点を直し、感想を書き、うまく書けて
いると花マルをくれました。
　5・6 年になると、友達関係で悩んで
いることも書いていました。本を読む
のが好きで正義感が強かった私は、学
級会で「いじめをやめた方がいい」と
発言し、友達から無視されるようにな
ったことがありました。この時私は交
換日記に「正しいことをしているから
気にしない」と書いていました。今振
り返ると、こうしたことは親には言いた
くないけれど、それでも誰かに伝えた

かったのでしょうね。

読書指導の場面では
子どもの意見を引き出そう

　多くの学校では、朝読書が行われて
いますよね。そこでは、先生も本を、
できれば担任している学年向けの本を
読んでいただきたいです。子どもの本
には大人が読んでもおもしろいものが
たくさんあります。読んでいると、主
人公と同じ年齢だった頃が思い出され、
子どもの気持ちがわかるようにもなり
ます。
　また、本には子どもにとって人生の
目標になる素敵な大人が必ず出てきま
す。その姿を読むと、「自分はまだまだ
だな」と思わせられ、考えさせられる
ことがたくさんあります。
　本を読んだ後は、「友情の大切さがわ
かりましたね」など、押し付けがまし
いことは言わない方がよいですね。そ
ういう言葉は、子どもの、本への興味
をそいでしまいます。「読んでみたらお
もしろかったから、興味があれば読む
といいよ」と、教卓に本を置いておく
ぐらいの方がいいと思います。大事な
のは、子どもの興味を刺激することで
す。
　読み聞かせをして感想を聞くときも、
いろいろな意見を引き出すことが大事
だと思います。子どもたちの言葉に「そ
うだよね」と同調するだけではなく、「他
の感想はあるかな」「違う考えの人は？」
と問いかければ、異なる意見を持つ子
も発言しやすくなります。
　中には的外れなことを言う子もいま

すが、否定しないことが大事。繰り返
していけば、子どもは自分の意見を言
えるようになります。
　これは普段の授業も同じでしょう。

司書と連携・協力しながら
読書の楽しさを伝えましょう

　図書室を活用するには、最低限、探
したい本がすぐに見つかるように整
理されていることが必要です。まずは
図書室がどうなっているかを知り、学
校司書がいなければ、地域の図書館
の司書に協力を仰いだり、自分で図書
の分類のしかたを学んだりしてみて
ください。そして、子どもたちに利用
指導を行うことが図書館活用の第一
歩です。
　調べ学習や関連本を読む学習の場
合、司書に相談して本を集めてもらっ
たり、地域の図書館で借りてもらった
りするといいでしょう。司書と連携す
ることで、異なる視点からヒントを得
られることもあると思います。
　子どもたちに本を好きになってもら
うには、上級生による読み聞かせも有
効です。本を介して子どもたち同士の
交流の場をつくることで、先生が言う
よりも、子どもの心に響きます。
　私の町には、校長も養護教諭も、先
生全員がそれぞれ選んだ本を持ってク
ラスを回る「読み聞かせ週間」があり
ます。先生方それぞれが選んだ本から
は、その人柄が伝わります。
　読書の楽しさを伝えるには、やはり
先生自身が本に親しむことが一番だと
思います。
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本に夢中になる先生の姿が
読書の楽しさを伝えるいちばんのお手本です

インタビュー｜ 金丸敦子




